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して参加型のアクティビティを次々と提示してきた開発教育
協会が3.11以降どのような取り組みをしてきたかについて、
上條・八木両氏は協会が作成した教材『グローバル・エク
スプレス〜東日本大震災』や『もっと話そう！エネルギーと
原発のこと』の内容と実践結果を紹介している。それらの教
材作成・実践からの総括として、「答えのない問いに向かっ
て共に学んでいく姿勢が求められている」と指摘している。
　2014年11月に文部科学大臣が中央教育審議会に対して次
期学習指導要領について諮問を行い、その諮問文の中にア
クティブ・ラーニングという言葉が４回も登場していたこと
が、学校教育の世界では大きな話題になっているが、アク
ティブ・ラーニングとはまさにこのような学びなのだという
ことを、本書の授業実践や取り組みは具体的に示している。
　本書は序章で編者である阿部治氏がESDと福島第一原
発事故の関係を論じ、巻末では長年チェルノブイリの支援
活動を行ってきた河田昌東氏、福島の避難所の運営支援に
携わっている天野和彦氏を交えた三氏による座談会が掲載
されている。序章において阿部氏は、東日本大震災以降の
教育に求められている育むべき力を整理し、「これらのこ
とは、ESDを通して育む能力にほかなりません。また、そ
の手法はアクティブ・ラーニングをベースにしていること
から、ESDとは親和性が高い教育活動です」と断言してい
る。まったく同感である。
　巻末の座談会も示唆に富む発言が少なくない。例えば天
野氏は、避難所の子どもたちから届いた、大人たちが決ま
りを守らないことを指摘した匿名の手紙を取り上げて、大
人たちの〈ぶれ〉が子どもたちにより大きな〈ぶれ〉とな
って現れることを紹介している。「どう伝えるか」というこ
との中にはテクニカルな事柄以上に大人たちの「姿勢」が
問われていると言えよう。また河田氏は、情報が溢れてい
る今日、「自分で考えるより、権威のある学者や政府が言
うことを信じざるを得ない」環境になっているので、「震
災や災害時に自分の頭で考える力を養う、そういう体質を
つくるための教育」が求められていると指摘している。ま
さに「自分の頭で考える力をどう養うか」ということこそが、
これからの教育においてはより大きな課題となっていると
言えよう。（合同出版、2015年３月、184頁、2,000円＋税）
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